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はじめに 

ミシシッピアカミミガメ  Trachemys scripta 

elegans（以下アカミミガメ）は北米原産の外来の

淡水ガメである．本種の食性について消化管内容

物の解析を行う中で，同地点で捕獲された個体で

も，消化管内容物に違いがみられた．これまでの

研究では餌志向性の個体差については検討され

ていない．そこで，本研究ではアカミミガメの消

化管内容物の解析を行うことで餌志向性の個体

差を検討した． 

方法 

岡山市中区竹田に位置する百間川のワンド 

(以下百間川)，同市北区一宮笹ヶ瀬川の支流であ

る中川の２地点で捕獲を行った．前者は 2024 年

７月にマイワシを誘引餌としてカメ捕獲用かご

罠を使用し，後者は 2024 年 5 月に徒手による捕

獲を行った．捕獲されたアカミミガメは計測後解

剖し，消化管内容物を採取した．サンプルは 70％

エタノールで固定した． 

解析では，各個体の内容物内に約 60％存在し

ているものを「主として食べているもの」として

分類した． 

結果及び考察 

百間川では 50 個体，中川では 20 個体を捕獲

した．捕獲した全個体の消化管内容物を分類した

ところ図 1 のようになった.  

２地点ともにアオミドロを食べる個体が多か

ったが，百間川ではツルノゲイトウがそれについ

で多かったのに対し，中川では稲穂と稲茎が多か

った．この違いはそれぞれの環境で餌資源の違い

を反映していると考えられる．これは Yamaji and 

Yano（2020）でアカミミガメは生息地に多く自

生している植物を主として食べる傾向にあるこ

とに一致している．動物質において百間川では二

枚貝を選択して食べる個体が確認された．また泥

が内容物として取り出された個体も少数ではあ

図 1．消化管内容物の分類別個体数．A：百間

川(消化管内容物)，B：中川（腸内容物） 
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るが両地点で確認された． 

これらの食性の違いが体サイズによるもので

はないかと新たに仮説が立てられた．そこで食性

の分類を背甲長別に示したところ(図２)，相関は

見られなかった．これは体サイズが食性に変化を

与える仮説を否定するものであった．また腸内容

物から泥が確認できた個体について，胃内容物か

ら動物質が確認された．このことから泥とともに

動物質の餌を食べた後，消化吸収され泥のみが腸

にのこることによって泥が内容物として取り出

されると推察される．しかし，魚類では泥の中の

有機物を目的として食するデトリタス食が知ら

れており，今後，アカミミガメとの関係について

検討したい． 

今回の結果は，アカミミガメが主に摂餌する餌

は個体によって違いがあることを示している．今

後， 個体間の関係なども考慮しながらさらに検

討を加えたい．また，個体が継続的に同じものを

志向し食べているか確認するため，内容物を胃と

腸で分ける，スプライシング法を用いたサンプリ

ングを行うなど検討が必要である． 
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図２．背甲長階級別の各消化管内容物の出現個

体数．A：百間川(消化管内容物)，B：中

川（腸内容物） 


